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選挙に行って生活変えよう選挙に行って生活変えよう

～7月の参院選勝利に向けて～～7月の参院選勝利に向けて～

最
低
賃
金
審
議
会
労
働
者
委
員
不
任
命
に

最
低
賃
金
審
議
会
労
働
者
委
員
不
任
命
に

「
異
議
申
立
書
」
提
出

「
異
議
申
立
書
」
提
出

全労連2019年度全労連2019年度
「わくわく講座」開校式「わくわく講座」開校式

改憲・暴走ストップ！改憲勢力に２／３とらせない改憲・暴走ストップ！改憲勢力に２／３とらせない
共
同
広
げ
安
倍
政
治
に

さ
よ
な
ら
を

九条改憲九条改憲NONO!!
活かせ憲法、暮らしと福祉に活かせ憲法、暮らしと福祉に

6・19 天神総行動

行 事 告 知

民
党
落
石
福
岡
市
議
、
み

ど
り
の
党
荒
木
福
岡
市
議

が
参
加
し
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
ま
た
、
国
民

民
主
党
城
井
衆
議
院
議
員

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
こ
の
参

議
院
選
挙
を
通
し
て
、
ア

ベ
政
治
を
終
わ
ら
せ
、
改

6
月
19
日
に
18
時
30
分

よ
り
天
神
パ
ル
コ
前
で
、

九
条
の
会
、
市
民
連
合
ふ

く
お
か
、
福
岡
県
総
が
か

り
実
行
委
員
会
の
共
催

で
、
7
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
参
議
院
選
挙
に
向
け

た
街
頭
演
説
会
が
２
０
０

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
中
央
で
は
市

民
連
合
と
野
党
四
党
一
会

派
に
よ
り
共
闘
が
進
ん
で

い
ま
し
た
が
、
福
岡
で
も

こ
の
よ
う
に
市
民
と
野
党

の
共
闘
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
こ

と
で
す
。

　

こ
の
演
説
会
に
は
野
党

か
ら
、
立
憲
民
主
党
野
田

参
議
院
議
員
、
日
本
共
産

党
田
村
衆
議
院
議
員
、
社

全
印
総
連
、
保
元
さ
ん
：

医
労
連
、
小
川
さ
ん
：
県

労
連
）
が
立
候
補
し
2
月

19
日
に
は
推
薦
書
の
提
出

と
公
正
・
公
平
に
任
命
す

る
よ
う
に
要
請
行
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
も
全
員
任
命
さ
れ
ず

連
合
独
占
と
い
う
結
果
で

し
た
。
こ
れ
を
受
け
6
月

6
日
、
福
岡
労
働
局
長
に

福
岡
県
労
連
山
下
議
長
と

4
人
の
連
名
で
「
異
議
申

立
書
」
を
提
出
し
、
改
め

て
任
命
を
や
り
直
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　
「
公
平
・
公
正
と
言
い

な
が
ら
30
年
間
全
労
連
系

か
ら
は
任
命
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い
」「
組
織
か
ら
の

推
薦
で
立
候
補
し
て
い
る
。

幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る

た
め
に
も
非
正
規
労
働
者

を
多
く
組
織
す
る
組
合
か

ら
も
任
命
さ
れ
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
会
議
議
事
録
の
開

示
や
不
任
命
は
文
書
で
知

ら
せ
る
べ
き
で
な
い
か
」

「
医
療
に
関
連
す
る
労
働

者
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
立
候
補
し
た
。

　

な
ぜ
任
命
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。労
働
局
か
ら
は「
総

合
的
な
判
断
で
任
命
し
、

そ
れ
に
関
す
る
会
議
は

開
催
さ
れ
て
い
る
が
議

事
録
は
な
い
。
不
任
命

は
処
分
で
は
な
い
の
で
、

文
書
で
返
す
こ
と
は
し

て
い
な
い
」
と
い
う
返

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

再
度
、
労
働
局
長
に
伝

え
説
明
責
任
の
義
務
を

果
た
し
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

第
51
期
福
岡
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
労
働

者
委
員
に
は
福
岡
県
労

連
傘
下
の
組
合
か
ら
４

人
（
伊
藤
さ
ん
：
生
協

労
連
、
岩
本
さ
ん
：

　

国
民
世
論
を
無
視
し
て

９
条
改
憲
を
め
ざ
し
、
財

界
言
い
な
り
の
政
策
を
す

す
め
て
き
た
安
倍
政
権
は
、

参
議
院
選
挙
で
の
改
憲
勢

力
３
分
の
２
の
議
席
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
来
月
21

日
に
実
施
さ
れ
る
参
議
院

選
挙
は
、
安
倍
政
権
に
Ｎ

Ｏ
を
突
き
付
け
て
、
平
和

で
安
心
し
て
働
き
く
ら
せ

る
政
治
を
取
り
戻
す
大
切

な
選
挙
で
す
。

　
「
政
治
を
変
え
た
い
」

の
声
が
広
が
り
、
安
保
法

制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の

回
復
、
個
人
の
尊
厳
を
擁

護
す
る
政
治
の
実
現
を
め

ざ
す
「
市
民
連
合
」
と
4

野
党
と
１
会
派
で
、
９
条

改
憲
反
対
、
社
会
保
障
充

実
や
消
費
税
増
税
中
止
な

ど
の
13
項
目
の
政
策
協
定

が
結
ば
れ
、
全
32
選
挙
区

の
１
人
区
で
候
補
者
の
一

本
化
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 　

労
働
組
合
の
基
本
原
則

で
あ
る
、
①
資
本
か
ら
の

独
立
、
②
政
党
か
ら
の
独

立
、
③
一
致
す
る
要
求
に

基
づ
く
行
動
の
統
一
、
を

堅
持
し
、
投
票
率
を
上
げ
、

野
党
の
更
な
る
前
進
で
９

条
改
憲
を
は
じ
め
と
す
る

安
倍
暴
走
政
治
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

金
融
庁
報
告
に
よ
る

「
退
職
後
２
０
０
０
万
円

の
貯
蓄
が
必
要
」
に
国
民

か
ら
大
き
な
怒
り
と
不
安

が
出
て
い
ま
す
。
安
倍
政

権
に
な
っ
て
か
ら
貯
蓄
ゼ

ロ
世
帯
は
増
加
し
、
全
世

帯
平
均
15
％
に
も
上
り
、

平
均
給
与
は
97
年
か
ら
年

間
35
万
円
下
が
り
、
非
正

規
労
働
者
は
37
・
3
％
に

増
大
し
て
い
ま
す
。
年

金
・
社
会
保
障
制
度
の
充

実
を
求
め
る
声
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
と
も
に
く

ら
せ
る
大
幅
賃
上
げ
と
抜

本
的
な
社
会
保
障
制
度
の

改
善
を
実
現
す
る
政
治
に

変
え
ま
し
ょ
う
。

憲
を
さ
せ
ず
、
立
憲
主

義
、
平
和
主
義
を
共
同
の

力
で
取
り
戻
す
こ
と
が

口
々
に
の
べ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
市
民
連
合
か

ら
は
天
神
通
行
中
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
自
分
の
一

票
を
使
っ
て
政
治
を
変
え

よ
う
と
力
強
く
の
べ
ら
れ

閉
会
し
ま
し
た
。

自
民
56

非改選与党
70

非改選野党
38（維新除く）

37

非改選
無所属
7

改憲案の
発議を
止める

議席
以上

参院過半数
123議席

※無所属議員の一部は改憲に賛成する可能性があるため、
　その場合は44議席獲得が必要

参院定数 245

参院　超
82議席

公
明
14

維
新
6

3
1

憲法を守る議席を増やそう

全
１
人
選
挙
区
で

候
補
者
一
本
化

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
15
％

今すぐ行動、何をできる？
What you can do

機関紙や
学習資料を
活用して職場で
討議に挑戦

自らの要求を
ＳＮＳで発信、
候補者に要求を提出し、
争点を作ろう

もちろん
選挙に行こう、
期日前投票制度も
活用を

★日　時／ 2019年7月7日（日）
★会　場／県労連大会議室
★テーマ

「労働組合のそもそもと役割」
　　　　　講師：岡山県労働者学習協会
　　　　　　　　長久 啓太 氏
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築
城
基
地
の
米
軍
基
地
化
を

築
城
基
地
の
米
軍
基
地
化
を

許
さ
な
い
！
福
岡
県
集
会

許
さ
な
い
！
福
岡
県
集
会

今後の日程  7/7（日）わくわく講座開校式　7/8（月）生存権裁判、県労連４役会議　7/9（火）いかんよ貧困宣伝行動、県社保協幹事会　7/11（木）築炉じん肺判決、7/16（火）教育・宣伝局会議、平和行進山口県から福岡入り、県労連幹事会

◆ 7 月の参議院選挙に向け、立憲 4野党・1会
派が、市民連合が求めた「共通政策」に合意し、
32の 1人区で野党統一候補の一本化が完了し、
最大限の協力で勝利を目指すことに合意しまし
た。これは、市民と野党の共闘を求める声に野党

各党が真摯に向き合い、努力を重ねた結果だと言えます。1人区
での野党共闘の勝利のみならず、複数区、比例区でも自民・公明
とその補完勢力を少数に追い込みましょう。そのために、私たち
はすべての組合員、有権者に呼び掛けます。「アベ政治を終わら
せるために、選挙に行こう！」 （い）

参
院
選
で
民
意
を
示
そ
う
！

「
南
京
事
件
」を
調
査
せ
よ

「
南
京
事
件
」を
調
査
せ
よ

後
集
記

編

著
者
／
清
水　

潔

著
者
／
清
水　

潔

発
行
所
／
㈱
文
藝
春
秋

発
行
所
／
㈱
文
藝
春
秋

価
格
／
７
４
０

価
格
／
７
４
０
円円（（++

税
）
税
）

し
い
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。『
捕
虜
せ
し
支
那
兵
の

一
部
５
０
０
０
名
を
揚
子
江

の
沿
岸
に
連
れ
出
し
機
関
銃

以
て
射
殺
す
、
斯
の
後
銃
剣

に
て
思
う
存
分
に
突
き
刺
す

…
』
な
ど
の
日
記
は
、
職
業

軍
人
で
は
な
く
普
通
の
一
農

民
が
書
い
て
あ
る
こ
と
に
驚

き
ま
す
。

70
数
年
前
の
事
件
で
す

が
、
言
論
の
自
由
が
揺
ら

ぎ
、
憲
法
が
揺
ら
ぐ
現
在
、

国
民
の
事
件
へ
の
向
か
い
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
か
け
た
に
は
じ
め
）

　

本
書
は
、
日
本
テ
レ
ビ
が

戦
後
70
年
の
企
画
と
し
て

「
南
京
事
件　

兵
士
た
ち
の

遺
言
」
と
題
し
た
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
の
報
道
後
に
出

版
さ
れ
た
文
庫
本
で
す
。

　

こ
の
本
の
中
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
何
人
も
の
「
陣
中
日

記
」
に
は
、
リ
ア
ル
で
恐
ろ

この本
おすすめ

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組　

長
田　

洋
一

「ヒバクシャ国際署名」「ヒバクシャ国際署名」
を広げましょう！を広げましょう！

2019年
国民平和大行進
福岡県内のコース
こちらから

　

６
月
２
日
㈰
築
上
町
ふ

る
さ
と
公
園
広
場
に
お
い

て
福
岡
県
総
が
か
り
実
行

委
員
会
、
戦
争
へ
の
道
を

許
さ
な
い
福
岡
県
フ
ォ
ー

ラ
ム
共
催
に
よ
る
「
築
城

基
地
の
米
軍
基
地
化
を
許

さ
な
い
！
福
岡
県
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
１
５
０
０

人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

築
城
基
地
は
２
０
１
６

年
、
米
軍
岩
国
基
地
の
代

替
飛
行
場
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

築
城
基
地
へ
の
米
軍
機
の

飛
来
は
激
増
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
10
月
24

日
の
日
米
合
同
委
員
会

で
、
築
城
基
地
と
新
田
原

基
地
な
ど
に
緊
急
時
に
米

軍
機
を
受
け
入
れ
る
施
設

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に

合
意
し
、
さ
ら
な
る
基
地

の
拡
大
と
強
化
を
図
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
団
体
や
政
党
か
ら

　
連
帯
の
発
言

　

集
会
で
は
、
30
年
に
わ

た
っ
て
築
城
基
地
反
対
の

座
り
込
み
を
続
け
る
「
平

和
と
い
の
ち
を
見
つ
め
る

会
」
の
渡
辺
ひ
ろ
子
代
表

が
、
築
城
基
地
強
化
は
沖

縄
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し

な
い
と
指
摘
。
地
元
・
築

城
か
ら
の
報
告
で
は
、
地

元
の
高
校
生
が
授
業
中
の

戦
闘
機
の
爆
音
に
つ
い

て
、ま
た
、沖
縄
、岩
国
、

新
田
原
、
日
出
生
台
、
佐

賀
の
住
民
ら
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
行
っ
て
い

る
活
動
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

の
仁
比
そ
う
へ
い
参
院
議

員
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で

「
日
米
軍
事
一
体
化
で
世

界
中
に
出
撃
す
る
国
づ
く

り
を
許
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
参
院
選
で
の
市
民

と
野
党
の
本
気
の
共
闘
で

安
倍
政
治
を
終
わ
り
に
し

て
い
こ
う
」
と
会
場
へ
訴

え
、
社
民
党
の
佐
々
木
允

県
議
か
ら
の
あ
い
さ
つ
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
立
憲
民
主
党
、
国
民

民
主
党
の
国
会
議
員
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し

た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
ら
が

築
城
基
地
ま
で
約
３
キ
ロ

　

あ
な
た
は
日
本
政
府
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対

し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

反
対
の
理
由
に
北
朝
鮮

の
核
実
験
な
ど
脅
威
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

世
界
は
核
兵
器
が
「
脅

威
」
だ
か
ら
こ
そ
核
兵
器

の
全
面
禁
止
に
動
い
た
の

で
す
。

　

朝
鮮
半
島
の
問
題
で

も
、
安
倍
政
権
は
ア
メ
リ

カ
頼
み
の
「
核
の
傘
」
や

軍
事
的
圧
力
一
本
鎗
で
し

た
が
、
事
態
は
話
し
合

い
・
解
決
の
努
力
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
や
他
の
核
保
有

国
に
対
し
て
も
、
き
っ
ぱ

り
と
核
兵
器
の
禁
止
を
主

張
し
て
こ
そ
、
説
得
力
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

核
兵
器
禁
止
に
加
わ
る
政

府
を
つ
く
る
こ
と
が
、
日

本
や
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
全
の
為
に
も
急
が
れ

て
い
ま
す
。

の
道
の
り
を
「
米
軍
は
来

る
な
！
」「
築
城
に
来
る

な
！
」「
米
軍
基
地
化
を

許
さ
な
い
！
」
と
コ
ー
ル

し
な
が
ら
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

不当な札幌地裁判決を乗り越え勝利にむけて

日時／7月8日（月）
　　　13時 30 分～
会場／福岡地裁

日時／8月27日（火）
　　　13時 30 分～
会場／福岡地裁

生活保護基準切り下げ、年金切り
下げの二つの違憲訴訟公判が開
催されます。多くの方の傍聴を呼
びかけます。

裁判傍聴のお願い
年金削減違憲訴訟

「札幌地裁不当判決」学習会
★北九州会場
　日時／8月7日（水）13時 00 分～
　会場／北九州市立生涯学習総合センター
　　　　北九州市小倉北区大門1丁目6－43
　講師／福岡・佐賀原告団弁護団　山本一行弁護士
★福岡会場
　日時／8月10日（土）14時 00 分～
　会場／福岡県労連会議室
　　　　福岡市博多区博多駅南1丁目9－8　ケイアイビル2階
　講師／福岡・佐賀原告団弁護団　星野圭弁護士

生活保護基準引き下げ・年金引下げ違憲訴訟を支援する福岡の会
（いかんよ貧困福岡の会）連絡先／福岡県労連　☎ 092-433-1833

第16回  生存権裁判

第15回  年金裁判

核兵器禁止条約に対する態度

世界の流れは核兵器廃絶世界の流れは核兵器廃絶

国連加盟国

2018 年の国連総会決議より

21％ 65％

その他
反対
41か国

賛成賛成
126か国126か国

193か国


